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【正誤表】 

 
次のように誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。 
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（×）ティグ (TIG)溶接は、タングステン電極と被溶接部との間に

アークを発生させて行う溶接方法であるが、ミグ(MIG) 溶接

は、電極に溶加材の金属線（ワイヤ）を用いる。 

 
（×）ティグ (TIG)溶接はタングステン電極でほとんど消耗しな

いが、マグ(MAG) 溶接は、電極に自動供給される溶加材（ワ

イヤ）が用いられる。 
ティグ (TIG)溶接およびマグ(MAG) 溶接は、いずれもタン

グステン電極と被溶接部との間にアークを発生させて行う溶

接方法であり、その違いは溶加棒の供給方法である。 
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